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2018年10月27日㈯
ご搭乗分まで発売中！

日帰りでも東京滞在約12時間！！

米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！
米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！
米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！

羽田空港米子鬼太郎空港 米子鬼太郎空港
2018年3月25日～2018年5月31日
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み
な
と
祭
前
夜
祭
企
画
実
施
本
部
（
後
地
良
樹
本
部
長
）

は
、
み
な
と
祭
の
前
夜
祭
と
し
て
、
こ
と
し
で
17
回
目
と
な

る
「
境
港
妖
怪
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８
」
を
７

月
21
日
に
開
催
し
ま
す
。

毎回ジャズファンを魅了する出演者（昨年の妖怪ジャズフェスティバルで）

市場でセリの様子を見学する参加者

　
境
港
妖
怪
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
境
港
の
地
域

資
源
で
あ
る
妖
怪
を
活
用
し

て
境
港
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
よ

う
と
、
２
０
０
２
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
音
楽
イ
ベ
ン
ト
。

　
毎
年
、
著
名
な
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
多
数
参
加
し
、
全
国

の
ジ
ャ
ズ
フ
ァ
ン
ら
の
注
目

を
集
め
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
あ

ら
ま
し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
７
月
21
日
㈯
　
午
後

４
時
～
10
時（
開
場
＝
午
後

３
時
30
分
）

会
場
　
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
駐
車

場
特
設
ス
テ
ー
ジ
（
境
港
市

大
正
町
）

入
場
料
　
▽
一
般
＝
６
０
０

０
円（
当
日
券
＝
７
０
０
０

円
）▽
高
校
生
以
下
＝
２
０

０
０
円（
当
日
券
＝
２
５
０

０
円
）▽
未
就
学
児
＝
無
料

出
演
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
　
近
日
、

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.sakaim

inato.net/
yo-kaijazz/)

な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す

チ
ケ
ッ
ト
先
行
販
売
　
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
チ
ケ
ッ
ト

の
先
行
販
売
を
行
い
ま
す（
当

日
午
後
３
時
15
分
か
ら
会
場

に
先
行
入
場
で
き
る
特
典
が

あ
り
ま
す
）

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
　
▽
境
港
商

工
会
議
所
▽
境
港
市
観
光
案

内
所
▽
水
木
し
げ
る
記
念
館

▽
海
と
く
ら
し
の
史
料
館
▽

今
井
書
店
境
港
店
▽
Ｐ
Ｌ
Ａ

Ｎ
Ｔ
５
境
港
店
▽
米
子
髙
島

屋
▽
米
子
し
ん
ま
ち
天
満
屋

▽
米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
な
ど

　
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
つ

い
て
、
詳
し
く
は
み
な
と
祭

　(

一
社)

境
港
水
産
振
興
協

会
は
、
漁
港
の
魅
力
を
深
く

知
っ
て
も
ら
お
う
と
「
漁
港

見
学
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
普
段
、
一
般
の
人
は
入
る

こ
と
の
で
き
な
い
市
場
を
見

学
し
な
が
ら
、
境
漁
港
や
魚

に
関
す
る
豊
富
な
知
識
を
得

る
絶
好
の
機
会
で
す
。
四
季

折
々
の
水
産
物
の
水
揚
げ
風

景
や
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
え

ば
セ
リ
や
入
札
の
場
面
な
ど

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ツ
ア
ー
に
は
「
お
さ
か
な

ガ
イ
ド
」
が
一
緒
に
市
場
内

を
解
説
し
な
が
ら
案
内
。
最

近
で
は
香
港
な
ど
、
海
外
か

ら
の
申
し
込
み
も
増
え
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
注
目
し
た
視

察
な
ど
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。 

  

同
ツ
ア
ー
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

開
催
日
　
月
曜
日
～
土
曜
日

（
日
曜
日
、
祝
日
、
８
月
12

日
か
ら
17
日
ま
で
、
12
月
21

日
か
ら
１
月
10
日
を
除
く
）

開
催
時
間
と
定
員
　
▽
午
前

７
時
～
７
時
50
分(

定
員
10

人)

▽
午
前
９
時
～
９
時
50

分（
定
員
30
人
）▽
午
前
10

時
～
10
時
50
分（
定
員
30
人
）

※
い
ず
れ
も
２
人
以
上
か
ら

実
施
。
各
時
間
帯
と
も
定
員

に
達
し
た
ら
締
め
切
り
ま

す（
先
着
順
）

料
金
　
１
人
に
つ
き
３
０
０

円予
約
制
　
予
約
受
け
付
け
は
、

ツ
ア
ー
実
施
の
２
日
前
ま
で

　
詳
し
く
は
、
境
港
水
産
振

興
協
会（
☎
44
︱
６
６
６
８
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

前
夜
祭
企
画
実
施
本
部
事
務

局（
境
港
市
通
商
観
光
課
内

・
☎
47
︱
１
０
６
８)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

妖
怪
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

妖
怪
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

み
な
と
祭
前
夜
祭
と
し
て
開
催

出
演
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
近
日
発
表

７
月
21
日

　
境
港
商
工
会
議
所
議
員
の

う
ち
、
こ
の
た
び
弓
ヶ
浜
水

産
㈱
の
職
務
執
行
者
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
任
期
は
、

２
０
１
９
年
10
月
31
日
ま
で
。

　
新
し
い
議
員
職
務
執
行
者

は
、
次
の
通
り
で
す(

敬
称

略
）。

竹
下
朗(

た
け
し
た
・
あ
き

ら)

▽
事
業
所
名
＝
弓
ヶ
浜

水
産
㈱(

境
港
市
竹
内
団
地

２
０
５
番
地)

▽
役
職
＝
代

表
取
締
役
社
長
▽
変
更
年
月

日
＝
２
０
１
８
年
３
月
１
日

▽
前
任
者
＝
鶴
岡
比
呂
志

(

前
・
代
表
取
締
役
社
長)

おさかなガイドが案内

境漁港見学ツアー
― 境港水産振興協会 ―

議
員
職
務
執
行
者
に
就
任

弓
ヶ
浜
水
産  

竹
下
朗
社
長

境

　港

商
議
所 建て売りに

　座
ざ

敷
しき

童
わら

子
し

の

　　おまけつき

（とまと）

　座敷童子が家に入れば、その家は繁栄す

る。それが、なんとおまけつきだという。

いいアイデアですね。わたしもこの建て売

り買いたい。

� 選・桝田知身　
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共
和
水
産
㈱  

顧
問  

白
須 

邦
夫

寄
稿

銀
ザ
ケ
の
陸
上
養
殖
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

シリーズ
養殖事業

銀ザケを養殖している同社の設備（蓮池町）

福を招く猫楠貯金箱　　　  ⓒ水木プロ

　
共
和
水
産
は
、
２
０
１
６

年
10
月
か
ら
、
鳥
取
大
学
工

学
部
、
農
学
部
と
銀
ザ
ケ
の

陸
上
養
殖
に
つ
い
て
共
同
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
３
月
に
弓
ヶ

浜
水
産
㈱
か
ら
体
重
約
10
ｇ
、

体
長
50
㎜
の
孵
化
稚
魚
２
０

０
０
尾
を
譲
り
受
け
、
境
港

市
蓮
池
町
の
旧
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
跡
地
約
１
０
０
㎡
に
銀

ザ
ケ
陸
上
養
殖
設
備
を
建
設

し
、
約
１
年
か
け
て
銀
ザ
ケ

を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
２
月
現
在
で

体
重
２
５
０
ｇ
、
体
長
２
５

０
㎜
ぐ
ら
い
に
成
長
し
て
い

ま
す
。
特
に
魚
の
成
育
に
と

っ
て
必
要
な
年
間
安
定
し
た

水
温
で
清
澄
な
地
下
水
に
境

港
は
恵
ま
れ
て

お
り
、
銀
ザ
ケ

の
飼
育
が
可
能

で
あ
る
こ
と
が

解
っ
て
き
ま
し

た
。

　
今
後
は
、
さ

ら
に
成
長
を
促

進
し
、
経
済
性

の
あ
る
１
㎏
以

上
の
魚
の
育
成

を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
ま

す
。

　
陸
上
で
の
魚

類
養
殖
は
、
海

　

最
近
、
養
殖
事
業
が
水
産
業
の
新
た
な
形
態
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。
境
港
で
も
多
数
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
の

養
殖
事
業
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
新
シ
リ
ー
ズ
を
は
じ
め

ま
す
。
第
１
回
は
共
和
水
産
㈱
の
陸
上
養
殖
に
つ
い
て
、
同

社
の
白
須
邦
夫
顧
問
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

上
の
養
殖
作
業
に
比
べ
て
危

険
な
作
業
や
重
労
働
は
少
な

く
、
作
業
の
機
械
化
な
ど
に

優
れ
て
お
り
、
女
性
で
も
、

高
齢
者
で
も
、
飼
育
水
に
恵

ま
れ
れ
ば
、
街
の
真
ん
中
で

も
魚
を
飼
育
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
、
新
時
代
の
魚

の
養
殖
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
現
在
、
欧
米
諸
国
を
中
心

に
陸
の
魚
工
場
と
し
て
の
産

業
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
日

本
で
も
あ
ち
こ
ち
で
事
業
化

が
進
ん
で
お
り
、
鳥
取
県
で

も
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
「
お
嬢
サ

バ
」、境
港
の
三
光
㈱
の
「
キ

ジ
ハ
タ
」
な
ど
の
陸
上
養
殖

事
業
が
進
行
中
で
す
。

　
今
後
の
人
手
不
足
、
海
上

作
業
の
困
難
性
を
考
え
る
と

陸
上
養
殖
は
、
新
し
い
水
産

物
の
生
産
手
段
と
な
っ
て
い

く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
鳥
取
県
は
、
県
内
の
中
小

・
小
規
模
事
業
者
が
行
う
新

事
業
展
開
を
支
援
す
る
「
鳥

取
県
版
経
営
革
新
総
合
支
援

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
同
事
業
は
、
新
商
品
や
新

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
新
た
な

販
売
方
法
の
確
立
な
ど
を
促

進
し
、
県
内
産
業
の
高
付
加

価
値
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
。
企
業
の
成
長
段
階
や
経

営
戦
略
に
応
じ
て
、
４
つ
の

タ
イ
プ
が
あ
り
、
実
効
性
の

あ
る
支
援
を
目
指
し
ま
す
。

　
同
支
援
事
業
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

支
援
メ
ニ
ュ
ー

①
ス
タ
ー
ト
型
　
新
た
な
チ

ャ
レ
ン
ジ
の
実
施
▽
補
助
限

度
額
＝
２
０
０
万
円
▽
補
助

メ
ニ
ュ
ー
＝
商
品
開
発
・
販

路
開
拓
等
、
設
備
投
資
、
正

規
雇
用

②
生
産
性
向
上
型
　
経
営
力

の
強
化
▽
補
助
限
度
額
＝
５

０
０
万
円（
一
般
枠
）、
１
０

０
０
万
円（
高
度
枠
）▽
補
助

メ
ニ
ュ
ー
＝
商
品
開
発
・
販

路
開
拓
等
、
設
備
投
資

③
働
き
方
改
革
型
　
県
内
の

中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
実

施
す
る
モ
デ
ル
と
な
る
働
き

方
改
革
の
取
り
組
み
▽
補
助

限
度
額
＝
２
０
０
万
円

④
成
長
・
拡
大
型
　
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
開
発
▽

補
助
限
度
額
＝
１
０
０
０
万

円
▽
補
助
メ
ニ
ュ
ー
＝
新
商

品
開
発
・
販
路
開
拓
等
、
設

備
投
資
、
正
規
雇
用

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
︱
１
１

１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

新
た
な
事
業
展
開
を
支
援

県
版
経
営
革
新
総
合
支
援
事
業

　
博
物
学
、
民
俗
学
、
語
学
、

生
物
学
な
ど
、
広
範
囲
な
才

能
で
世
界
を
驚
愕
さ
せ
た
日

本
人･

南
方
熊
楠（
み
な
み

が
た
・
く
ま
ぐ
す
）。「
猫
楠
」

は
、
日
本
史
上
最
も
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
破
天
荒

な
偉
人
で
あ
る
熊
楠
の
波
乱

に
満
ち
た
生
涯
を
、
飼
い
猫

の
視
点
か
ら
水
木
し
げ
る
先

生
が
描
い
た
漫
画
で
す
。

　
漫
画
の
中
で
猫
楠
が
熊
楠

と
自
由
に
会
話
し
た
り
、
一

緒
に
踊
っ
た
り
す
る
ユ
ニ
ー

ク
さ
が
水
木
ワ
ー
ル
ド
を
楽

し
く
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
独
特
の
雰
囲
気
を
醸

し
出
す
猫
楠
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
に
惚
れ
込
ん
だ
戸
田
さ
ん

が
企
画
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ

ッ
ズ
の
猫
楠
貯
金
箱
。
招
き

猫
風
の
ポ
ー
ズ
で
赤
い
座
布

団
に
座
り
、
小
判
を
脇
に
抱

え
て
い
た
ず
ら
っ
ぽ
く
ウ
イ

ン
ク
す
る
姿
は
、
福
福
し
く

も
愛
ら
し
く
、
た
く
さ
ん
の

福
を
招
い
て
く
れ
そ
う
で
す
。

　
よ
そ
に
は
な
く
、
自
分
自

身
が
楽
し
め
て
、
し
か
も
出

来
栄
え
に
と
こ
と
ん
納
得
で

き
る
こ
と
を
グ
ッ
ズ
づ
く
り

の
ポ
リ
シ
ー
と
す
る
戸
田
さ

ん
。
構
想
か
ら
約
２
年
を
経

て
誕
生
し
た
こ
の
猫
楠
貯
金

箱
は
、
思
い
入
れ
た
っ
ぷ
り

の
自
慢
の
一
品
で
す
。

　
白
く
て
、
つ
る
り
ん
と
し

た
お
な
か
も
、
し
ま
し
ま
模

様
の
う
し
ろ
姿
も
と
っ
て
も

キ
ュ
ー
ト
で
、
見
る
と
思
わ

ず
、
ホ
ッ
コ
リ
し
た
気
分
に

な
り
ま
す
。
気
付
い
た
ら
懐

も
ホ
ッ
コ
リ
と
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
ウ
イ
ン
ド
シ

ョ
ッ
プ
と
だ（
☎
42
︱
２
７

４
８
）に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

境
港
市
内
事
業
所
の
一
押
し
商
品
を
ご
紹
介
す
る
こ
の
コ

ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
ウ
イ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
と
だ（
松
ヶ
枝
町
、

戸
田
幸さ

ち
保ほ

代
表
）の
「
猫
楠（
ね
こ
ぐ
す
）貯
金
箱
」
で
す
。

我が社

の一品
我が社

の一品

ウ
イ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
と
だ

猫
楠
貯
金
箱

　マルテ水産は、各地の水産加工

会社から魚の下処理を受託していま

す。下処理には、ウロコを取り、頭

と内臓を取り除いた「ドレス」、そ

れを３枚におろした「フィーレ」、さ

らに皮をはいで切り分けた「切り身」

などの加工方法があります。

　手銭社長は「魚の処理に慣れてい

ないし、後始末が大変なので、魚

は好きだけど、購入しないという人

が多いとよく聞きます。そのため、下処理をした魚の需要はもっと増

えると思います」と語りました。

　アジ、サバ、ブリなどのフィーレや切り身は、県内だけでなく県外

からも依頼が増えています。さらに、カニのシーズンになると、カニの

下処理の依頼が殺到しますが、すべて手作業で行うこともあり、人

員の確保に苦労するとのこと。

　「魚好きのお役に立ちたい」と願う手銭社長。これからも人手不足

の荒波を乗り切って、需要の増加に応えてほしいものです。

　詳しくは、マルテ水産（☎44−2211）にお問い合わせください。

　マルテ水産㈲（昭和町、手銭良社長）は、山陰では数少ない魚の
下処理を行う会社です。同社事業の現状と課題について、手銭社長
に伺いました。

Part
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需要増も人手不足が課題に
―  マルテ水産  ―

魚の下処理を受託
シリーズ

手銭良社長は魚好きの味方
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•
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•
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•
•
•
•
•

ち
ょ
っ
と拝 見

末広ドライ

新
設
備
で
仕
上
が
り
向
上
へ

工
場
本
社
を
新
設
、移
転

「これまで以上にお客様に喜んでいただきたい」と
話す岩木佑二社長

　
同
社
は
、
境
港
市
内
と
米

子
市
を
合
わ
せ
て
、
現
在
10

店
舗（
直
営
８
店
舗
、
委
託

２
店
舗
）の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
を
展
開
し
、
現
在
の
会
員

数
は
１
万
２
０
０
０
人
以
上

に
な
り
ま
し
た
。

　
工
場
本
社
を
新
設
し
た
理

由
に
つ
い
て
、「
工
場
と
設

備
が
老
朽
化
し
て
い
た
こ
と

も
あ
る
の
で
す
が
、
新
し
い

機
械
を
導
入
し
、
社
員
の
技

術
力
ア
ッ
プ
も
含
め
、
今
ま

で
以
上
に
仕
上
が
り
を
向
上

さ
せ
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
生

産
性
向
上
に
も
努
め
、
一
層

心
の
こ
も
っ
た
接
客
を
実
践

し
、
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
」
と
話
す
岩
木
社
長
。

　
同
社
に
は
、
お
気
に
入
り

の
皮
靴
や
バ
ッ
グ
、
皮
コ
ー

ト
、
皮
財
布
な
ど
の
皮
革
製

品
を
再
生
す
る
技
術
も
あ
り

ま
す
。

　
岩
木
社
長
は
、「
汚
れ
や

キ
ズ
、
塗
料
が
禿
げ
た
物
で

も
着
色
や
ツ
ヤ
出
し
加
工
を

し
て
、
風
合
い
を
再
生
で
き

ま
す
の
で
、
買
い
替
え
る
前

に
、
一
度
当
社
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
和
服
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
も
し
み
抜
き
な

ど
の
取
り
扱
い
を
完
備
し
て

い
ま
す
」
と
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
末
広
ド
ラ
イ

（
☎
44
︱
５
８
３
０
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

業務中の松本正福代表社員

税
理
士
個
人
が
死
亡
す
る
な

ど
、
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
と
、
廃
業
や

停
止
、
事
業
閉
鎖
と
い
っ
た

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
」
と
税

理
士
事
務
所
の
課
題
を
指
摘
。

　
ま
た
法
人
化
に
つ
い
て
、

「
当
事
務
所
は
設
立
か
ら
33

年
目
と
な
り
、
私
も
68
歳
に

　
松
本
正
福
税
理
士
事
務
所

（
外
江
町
、
松
本
正
福
所
長
）

は
、
今
年
２
月
に
税
理
士
法

人
松
本
会
計
事
務
所
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。
同
時
に

神
戸
事
務
所
も
開
設
し
、
主

た
る
事
務
所
を
境
港
事
務
所
、

従
た
る
事
務
所
を
神
戸
事
務

所
と
し
て
い
ま
す
。

　
松
本
正
福
氏
が
同
法
人
と

境
港
事
務
所
の
代
表
社
員
と

な
り
、
ご
子
息
で
税
理
士
の

松
本
考た

か

史ふ
み

氏
が
神
戸
事
務
所

の
代
表
社
員
と
な
り
ま
し
た
。

考
史
氏
は
、
境
港
事
務
所
の

業
務
に
も
従
事
し
ま
す
。

　
松
本
正
福
氏
は
「
税
理
士

資
格
は
個
人
に
与
え
ら
れ
た

一
身
専
属
の
資
格
な
の
で
、

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
も
の

の
、
順
調
に
事
務
所
を
継

続
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
こ
と
は
今
後
を
保
証
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
り
安
定
し
た
事
務
所
運

営
の
必
要
性
を
痛
感
し
、

法
人
設
立
に
至
り
ま
し

た
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
法
人
化
し
た
同
事
務
所

は
▽
業
務
提
供
の
安
定
性

▽
継
続
性
の
確
保
▽
関
与

先
企
業
様
の
安
心
感
向
上

▽
事
務
所
職
員
の
雇
用
の

安
定
▽
継
続
企
業
と
し
て

発
展
▽
よ
り
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
︱
を
目
指

し
ま
す
。

事務所を法人化
（税）松本会計事務所

境港商議所

会会のの員員今今30

　
「
会
員
の
今
」
は
、
境

港
商
工
会
議
所
会
員
の
動

向
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
法
人
に
組
織
変

更
し
た
（税）
松
本
会
計
事
務

所（
前
・
松
本
正ま
さ

福と
み

税
理

士
事
務
所
）に
ご
登
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、「
特

許
等
無
料
相
談
会
」
を
毎
月

１
回
、
第
２
水
曜
日
に
開
催

し
ま
す
。

　
最
近
、
商
標
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

自
社
の
商
標
を
侵
害
さ
れ
て

い
る
場
合
や
、
長
年
使
っ
て

い
た
自
社
商
品
の
名
前
が
他

社
の
商
標
に
抵
触
し
て
い
る

場
合
な
ど
、
深
刻
な
問
題
が

発
生
す
る
こ
と
も
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
知
的
財
産
権
に

つ
い
て
の
調
査
や
特
許
、
商

標
、
意
匠
の
出
願
・
登
録
方

法
な
ど
、
様
々
な
ご
相
談
に

専
門
の
相
談
員
が
応
じ
ま
す

（
秘
密
厳
守
）。
相
談
料
は
無

料
で
す
。

　
同
相
談
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

開
催
日
　
▽
４
月
11
日
㈬
▽

５
月
９
日
㈬
▽
６
月
13
日
㈬

毎
月
第
２
水
曜
日
に
開
催

境港商議所

特
許
等
無
料
相
談
会

　

㈲
末
広
ド
ラ
イ（
外
江
町
、
岩
木
佑
二
社
長
）は
、
ド
ラ

イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
を
始
め
て
約
50
年
の
老
舗
で
す
。
先
月
、

工
場
本
社
お
よ
び
店
舗
を
以
前
の
場
所
の
す
ぐ
近
く
に
新
設

し
、
移
転
。
今
回
の
「
ち
ょ
っ
と
拝
見
」
は
新
設
の
理
由
や

取
り
扱
い
業
務
に
つ
い
て
、
岩
木
社
長
に
伺
い
ま
し
た
。

　写真は２００３年の12月、ホノルルマラソンに45歳で出場し、ゴー
ル直後にプレゼンターやマスコットキャラクターとともに撮影した
時のものです。市民ランナーの目標でもあるサブフォー（４時間を
切るタイム）は達成できませんでしたが、初マラソンで完走を果た
すことができました。
　健康管理のために
始めたマラソンです
が、学生の時にも走
った経験は無く、ウ
ォーキングから始め
て、ジョギング、そ
して５㎞、10㎞と距
離を伸ばし、ハーフ
マラソンが走れるようになって、８カ月でフルマラソンにたどり着
きました。
　ホノルルマラソンは朝５時のまだ暗いうちに、花火とともにスタ
ートします。ダイヤモンドヘッドを走っている時に朝日が昇った光
景は忘れられません。
　実は、前日の練習で身体を冷やして風邪をひいてしまいましたが、
微熱のある中、ドクターストップを振り切っての出走でした。
　その後も、ニューヨークマラソン、東京マラソン、大阪マラソン
などに出場していますが、中でも福山をスタートして今治でゴール
する「しまなみ海道100㎞ウルトラ遠足」を完走したことが大きな
自信になっています。
　マラソンを通して健康を維持することができました。ただ、現在
は腰を悪くしたので、スポーツジムのランニングマシンで汗を流し
ています。（談）

思い出写真館〝あのころ〟の1枚 29

マラソンで健康を維持
境港商工会議所 議員  遠藤 健司氏

　「思い出写真館」は、境港商工会議所役員・議員の〝あのころ〟
の写真をご紹介しています。今回は、議員・遠藤健司氏（㈱ケン
ズホーム代表取締役、59歳）の１枚です。

ホノルルマラソンで完走した遠藤健司氏（中央）

▽
７
月
11
日
㈬
▽
８
月
８
日

㈬
▽
９
月
12
日
㈬
▽
10
月
10

日
㈬
▽
11
月
７
日
㈬
▽
12
月

12
日
㈬
▽
１
月
９
日
㈬
▽
２

月
13
日
㈬
▽
３
月
13
日
㈬

時
間
　
午
後
１
時
～
４
時

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所 

相
談
室（
境
港
市
上
道
町
）

予
約
制
　
前
日
ま
で
に
予
約

が
必
要
で
す

相
談
員
　
知
財
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー（
鳥
取
県
知
財
総
合

支
援
窓
口
か
ら
派
遣
）

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課（
☎
44
︱
１
１

１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

作品を展示中
桜まつり実行委員会

　小学生以下を対象に「桜」
をテーマにした絵を募集しま
した。境台場公園桜まつり期
間中（3月30日㈮から4月12
日㈭）、入賞候補作品を境港
灯台内（花町）に掲示します。
気に入った作品に投票しま
しょう。
　詳しくは、桜まつり実行委員
会事務局（境港市観光協会
内・☎47－3880）にお問い合
わせください。

「桜の絵」
コンテスト
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一般貨物自動車運送事業

山進運輸株式会社
代表取締役社長 山　口　尚　文

〒684‒0046  鳥 取 県 境 港 市 竹 内 団 地 1 5 8 番 地
代　　　表  TEL 0859ｰ45ｰ2031  FAX 0859ｰ45ｰ4565
第1営業部  TEL 0859ｰ45ｰ2031  FAX 0859ｰ45ｰ4565
第2営業部  TEL 0859ｰ21ｰ3210  FAX 0859ｰ21ｰ3211
E-mail:n-yamaguchi@yamashin.sanin.jp

保険薬局
㈲増谷慶一郎薬局 蓮池店／境港市蓮池町102  TEL0859-47-0325

元町店／境港市元町1797  TEL0859-42-3436

市民の皆様を対象とした
健康＆禁煙相談会
を行っております。

●蓮池店▶第4水曜日14-15時など
●元町店▶第1木曜日午後など

その他、季節に応じた相談アドバイスも行っております
春…アレルギー　夏…熱中症　秋…乾燥に対する保湿　冬…インフルエンザ 等
昨年度は境港市健康まつり（2017.9.3）、外江公民館まつり（2017.9.2）、境公民館まつり（2017.10.1）
余子公民館まつり（2017.10.21）にてお薬相談会を実施いたしました。第10回日本在宅薬学会学術大会
（2017.7.29）にて発表いたしました。これからも市民の皆さまのお役に立てるよう活動していきます。
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２
０
１
８
年
は
、
７
１
８

(

養
老
２)

年
に
大
山
寺
が

開
創
さ
れ
て
か
ら
１
３
０
０

年
と
な
る
節
目
の
年
で
あ
り
、

地
元
の
大
山
寺
地
区
で
は
開

創
法
要
、
特
別
祈
祷
と
い
っ

た
特
別
祭
事
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。
同
時
に
大
山
山
麓
地

域
で
は
、
官
民
が
一
体
と
な

っ
た
一
大
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
・

伯
耆
国
「
大
山
開
山
１
３
０

０
年
祭
」
を
展
開
し
ま
す
。

　
同
祭
は
、大
山
寺
や
大
神

山
神
社
な
ど
の
地
元
地
区
や

伯
耆
国
「
大
山
開
山
１
３
０

０
年
祭
」
実
行
委
員
会
、
自

治
体
、
民
間
団
体
な
ど
が
様

々
な
催
し
や
取
り
組
み
、
情

報
発
信
を
行
い
、
大
山
圏
域

が
持
つ
様
々
な
魅
力
を
国
内

外
に
Ｐ
Ｒ
し
、
更
な
る
誘
客

と
地
域
活
性
化
を
図
る
も
の

で
す
。

　
中
核
事
業
と
し
て
は
、
８

月
に
伯
耆
国
「
大
山
開
山
１

３
０
０
年
祭
」
記
念
式
典
と
、

第
３
回
「
山
の
日
」
記
念
全

国
大
会
in
鳥
取
を
開
催
。
記

念
式
典
で
は
、
自
然
と
共
生

し
て
き
た
人
々
の
営
み
、
刀

剣
や
た
た
ら
な
ど
の
歴
史
・

文
化
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
、「
山

の
日
」
記
念
全
国
大
会
で
は
、

自
然
保
護
憲
章
発
祥
の
地
、

「
一
木
一
石
運
動
」
な
ど
が

根
付
い
た「
山
を
守
る
聖
地
」

大
山
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

　
事
業
の
全
体
像
は
、
①
大

山
へ
の
祈
り
の
ス
テ
ー
ジ
と

し
て
、「
調
ふ(

と
と
の
う)
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
地
元
主
催

事
業
②
大
山
か
ら
の
恵
み
の

ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、「
不
思

議
と
素
敵
・
大
山
ワ
ン
ダ
ー
」

を
テ
ー
マ
に
、「
大
山
の
恵

大
山
寺

開

　創

１
３
０
０
年
を
迎
え

大
山
寺

開

　創

１
３
０
０
年
を
迎
え

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
大山開山1300
年 祭 実 行 委

み
を
感
じ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」、「
水
と
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」、「
緑
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
展
開
す
る
も
の
で
す
。

　
１
３
０
０
年
祭
実
行
委
員

会
事
務
局
の
源
光
靖
課
長
補

佐
は
「
地
元
の
皆
さ
ん
に
も

た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
も
ら
い
、
楽
し
ん
で

ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
大

山
の
良
さ
を
再
確
認
し
て
、

広
げ
て
い
っ
て
も
ら
え
た
ら
」ポイントを解説する中村栄治弁護士

1300本のたいまつ行列も9月30日に実施
（写真は昨年の様子）　　　　 ⓒ柄木孝志

と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
実
行
委
員

会
事
務
局(

鳥
取
県
西
部
総

合
事
務
所
大
山
振
興
室
内
・

☎
31
︱
９
３
６
３)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　(

公
財)

産
業
雇
用
安
定
セ

ン
タ
ー
は
、
高
年
齢
退
職
予

定
者
キ
ャ
リ
ア
人
材
バ
ン
ク

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
同
事
業
は
、
生
涯
現
役
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
高
年

齢
の
退
職
予
定
者
お
よ
び
離

職
者
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
や
能

力
と
い
っ
た
情
報
を
登
録
し
、

そ
う
し
た
能
力
を
希
望
す
る

事
業
主
に
仲
介
・
あ
っ
せ
ん

す
る
こ
と
で
、
高
年
齢
者
の

就
業
促
進
を
図
る
も
の
で
す
。

　
支
援
対
象
者
は
、
60
歳
以

上
の
在
職
者
で
契
約
満
了
後

に
再
就
職
を
希
望
す
る
人

(

在
職
中
登
録
者)

、
ま
た
は

離
職
後
１
年
以
内
の
人(

一

般
登
録
者)

。

　
65
歳
以
降
も
働
き
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
人
材
受
け
入

れ
情
報
を
同
セ
ン
タ
ー
が
収

集
し
、
登
録
者
に
紹
介
し
ま

す
。
国(

厚
生
労
働
省)

の
委

託
を
受
け
て
行
っ
て
い
る
事

業
な
の
で
、
費
用
の
発
生
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
鳥
取
県
内
事
業
所
の
情
報

を
多
く
把
握
し
て
い
る
同
セ

ン
タ
ー
鳥
取
事
務
所
の
職
員

を
専
任
制
で
割
り
付
け
、
離

職
者
の
要
望
に
沿
っ
た
再
就

職
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー

鳥
取
事
務
所(

☎
０
８
５
７

︱
20
︱
１
５
０
０)

へ
。

　
境
港
商
工
会
議
所
建
設
業

部
会(

足
立
收
平
部
会
長)

は

２
月
27
日
、
山
内
・
中
村
法

律
事
務
所(

米
子
市
・
加
茂

町)

の
弁
護
士
・
中
村
栄
治

氏
を
招
き
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
同
講
演
会
は
、

建
設
業
経
営
に
お
け
る
危
機

管
理
な
ど
に
つ
い
て
認
識
を

深
め
よ
う
と
開
催
し
た
も
の
。

　
ま
ず
、
中
村
氏
は
「
営
業

内
容
が
多
岐
に
わ
た
り
、
技

術
的
な
対
応
も
多
い
建
設
業

は
、
ル
ー
ル
が
細
か
く
整
備

さ
れ
、
契
約
終
了
後
も
リ
ス

ク
を
伴
う
特
殊
な
業
種
で
す
」

と
説
明
。

　
次
に
契
約
書
の
重
要
性
を

指
摘
し
た
上
で
、
紛
争
と
な

り
や
す
い
ケ
ー
ス
と
し
て
、

発
注
者
に
通
知
を
し
な
い
ま

ま
、
臨
機
応
変
に
対
応
し
て

し
ま
う
こ
と
な
ど
、
工
事
内

容
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
の

注
意
点
に
つ
い
て
解
説
し
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
設
計
図
に
示
さ

れ
て
い
な
い
予
期
せ
ぬ
障
害

が
生
じ
、
予
定
し
た
以
上
に

費
用
を
要
し
た
場
合
な
ど
に

つ
い
て
、
発
注
者
に
対
し
て

そ
の
費
用
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
し
た
過
去
の

判
例
も
紹
介
。

　
あ
ら
ゆ
る
ケ
ー
ス
を
予
測

し
た
上
で
、
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
や
、
変
更
時
に
は
見

積
書
を
提
示
し
相
互
で
理
解

し
合
う
こ
と
な
ど
、
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
当
地
域
で
は
、信

頼
関
係
や
取
引
の
継
続
性
な

ど
の
た
め
に
企
業
同
士
で
の

紛
争
は
極
め
て
少
な
い
よ
う

で
す
。
一
方
で
、
残
業
代
な

ど
労
使
関
係
の
問
題
が
多
く
、

会
社
の
存
続
に
か
か
わ
る
ケ

ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
」
と

当
地
域
の
特
色
を
指
摘
。

　
さ
ら
に
、「
民
法
改
正
で

労
働
者
か
ら
の
賃
金
請
求
や

工
事
請
負
代
金
の
時
効
期
間

の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
就
業
規

則
や
安
全
指
導
、
契
約
に
お

け
る
債
務
の
確
認
な
ど
に
早

め
の
対
策
が
重
要
で
す
」
と

注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「第一章・開く」～祈りと山開き～1300年祭の幕開け
▷開創法要／御輿行列（開催日＝5月20日㈰、場所＝大山博労座・
大山寺本堂）▷皆生・大山SEA TO SUMMIT 10thアニバーサ
リー大会／SEA TO SUMMITサミット（開催日＝5月19日㈯・20日
㈰、場所＝皆生・大山）ほか
「第二章・遊ぶ」～神事と山遊び～大山圏域の夜の魅力

▷水木しげるロードリニューアルオープニングイベント（開催時期
＝7月、場所＝水木しげるロード）▷特別版もひとり神事（開催日＝7
月14日㈯・15日㈰、場所＝大神山神社奥宮、大山山頂）▷大山
「星」のフェスティバル（開催日＝7月14日㈯、場所＝南部町母塚
山、開催日＝7月21日㈯、場所＝伯耆町桝水高原）▷大山山麓の
謎解き宝探し（開催期間＝7月1日㈰～9月30日㈰、場所＝大山山
麓エリア）▷妖怪ナイトウォーク（開催期間＝7月下旬頃～、場所＝
水木しげるロード）ほか
「第三章・灯す」～献灯と山祭り～山を守る聖地・大山からの恩恵
▷伯耆国「大山開山1300年祭」記念式典（開催日＝8月9日㈭、場
所＝米子市）▷第3回「山の日」記念全国大会in鳥取（開催日＝8
月10日㈮・11日㈯、場所＝米子市・大山）▷大山の大献灯（和傘灯
り、開催期間＝8月10日㈮～13日㈪、8月24日㈮～26日㈰、9月22日
㈯～24日㈪、場所＝大山寺参道付近）▷特別展示「大山山麓の
至宝～「大山」ゆかりの刀を中心に～」（開催期間＝7月29日㈰～
8月26日㈰、場所＝米子市美術館）ほか
「第四章・調ふ」～秋祭と継承～次の100年に向かうステップへ
▷1300本のたいまつ行列（開催日＝9月30日㈰、場所＝大神山神
社奥宮～博労座駐車場）▷新しい「大山詣り」ホーリートレイル大
会（開催日＝9月30日㈰、場所＝米子市・大山町・伯耆町の大山古
道）▷山ガールサミットin鳥取大山（開催日＝9月16日㈰・17日㈪、
場所＝大山町）▷大山ワンダーフォーラム（1300年祭のクライマッ
クスイベント、開催日＝10月20日㈯・21日㈰、場所＝米子コンベン
ションセンターなど）ほか

大山開山1300年祭主要イベントのスケジュール大山開山1300年祭主要イベントのスケジュール

高
年
齢
者
の
就
職
を
促
進

キ
ャ
リ
ア
人
材
バ
ン
ク
事
業

産業雇用安定
セ  ン  タ  ー

工事契約の注意点を解説

中村弁護士招き講演会
境港商議所建設業部会
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タクシー

代行運転
の御用命は

代表取締役社長 杉　本　真　吾

営　業　所　境港市上道町パティオ横角

本社事務所　境港市元町１２３

みなとタクシーをどうぞ
総合建設業

境港土建株式会社

境 港 市 西 工 業 団 地 1 4 5 番 地
マッケンリフォーム（住宅・リフォーム部）

☎ 0859ｰ44ｰ5611
0120ｰ742ｰ123

代表取締役 松 本 　 正

【地域密着】アミ戸1枚から増改築・新築まで
【見積無料】まずはお電話下さい

建築工事・土木工事
住宅工事

 鳥取県知事許可
（特ｰ29）第6546号

（リフォーム・増改築・建替え・修繕工事）
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砂浜を思い思いのペースで歩く参加者（昨年の大会で）

「地元の人に愛されるお店に」と
話す亀田日出雄店長（右）

鬼太郎らも参加した贈呈式　ⓒ水木プロ

日本一のマンボウのはく製・チョボリン
ちゃんと来場を呼び掛ける大池明館長

　
昨
年
に
続
き
、
境
港
美
保

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ(
足
立
祥

会
長)

は
、４
月
15
日
に
「
さ

か
い
み
な
と
砂
浜
ウ
ォ
ー

ク
」
を
開
催
し
ま
す
。
同
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
日
頃

か
ら
白
砂
青
松
の
弓
ヶ
浜
半

島
の
美
化
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
同
ウ
ォ
ー
ク
は
、
そ

の
Ｐ
Ｒ
の
一
環
と
し
て
昨
年

立
ち
上
げ
た
も
の
で
、
今
回

は
第
２
回
と
な
り
ま
す
。

　
穏
や
か
な
春
爛
漫
の
潮
風

を
感
じ
な
が
ら
、
砂
浜
を
踏

み
し
め
る
い
つ
も
と
は
違
う

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

　
同
ウ
ォ
ー
ク
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

開
催
日
　
４
月
15
日
㈰（
雨

天
決
行
）

集
合
場
所
　
夢
み
な
と
公
園

（
竹
内
団
地
）

日
程
　
▽
受
付
＝
午
前
８
時

30
分
～
９
時
20
分
▽
開
会
式

＝
午
前
９
時
30
分
～
45
分
▽

出
発
＝
午
前
９
時
45
分

コ
ー
ス
　
夢
み
な
と
公
園

⇒

砂
浜⇒

ア
ジ
ア
博
物
館

折
り
返
し(

館
内
見
学
可
）

⇒

砂
浜⇒

夢
み
な
と
公
園

（
７
㎞
）
※
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ポ
ー
ル
の
貸
出
し
あ
り(

当

日
受
付
時
に
申
込
、
先
着
50

人
ま
で
）

募
集
定
員
　
３
０
０
人(

先

着
順
、
定
員
に
達
し
て
い
な

い
場
合
の
み
、
当
日
現
地
申

込
可
能
）

参
加
料
　
▽
一
般(

高
校
生

以
上)

＝
１
０
０
０
円(

当
日
、

現
地
申
込
の
場
合
は
１
５
０

０
円)

▽
小
人(

小
・
中
学
生)

＝
５
０
０
円(

当
日
、
現
地

申
込
の
場
合
は
１
０
０
０

円)

▽
小
学
生
未
満
＝
無
料

(

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で

す
）

参
加
特
典
　
▽
参
加
者
に
大

会
オ
リ
ジ
ナ
ル「
缶
バ
ッ
ジ
」

プ
レ
ゼ
ン
ト
▽
参
加
者
に
境

港
ベ
ニ
ガ
ニ
有
志
の
会
が

「
カ
ニ
汁
」
ふ
る
ま
い
▽
完

歩
者
に
「
完
歩
証
」
プ
レ
ゼ

ン
ト

申
込
期
限
　
４
月
10
日
㈫

（
必
着
）

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
境
港
美
保
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ(

☎
44
︱
３
２
７
７
）へ
。

　
海
と
く
ら
し
の
史
料
館

（
花
町
、大
池
明
館
長
）は
３

月
21
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
、

「
マ
ン
ボ
ウ
祭
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
同
館
に
は
、
日
本
一
の
マ

ン
ボ
ウ
の
は
く
製(

愛
称
＝
チ

ョ
ボ
リ
ン)

が
あ
り
ま
す
。
そ

の
マ
ン
ボ
ウ
が
同
館
に
設
置

さ
れ
た
当
初
は
、
日
本
３
番

目
で
し
た
。
し
か
し
、
日
本

一
と
２
番
の
は
く
製
は
そ
の

後
、
ウ
シ
マ
ン
ボ
ウ
と
い
う

種
類
だ
と
分
か
り
、
同
館
の

は
く
製
が
日
本
一
の
マ
ン
ボ

ウ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
ウ
シ
マ
ン
ボ
ウ
の
発
見
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
、「
マ

ン
ボ
ウ
の
ひ
み
つ
」
と
い
う

著
書
も
出
し
て
い
る
澤
井
悦

郎
氏
は
調
査
の
た
め
、
同
館

を
訪
問
。
大
池
館
長
は
こ
の

出
会
い
を
き
っ
か
け
と
し
、

同
祭
開
催
を
企
画
し
た
も
の

で
す
。

　
今
回
の
マ
ン
ボ
ウ
祭
で
は
、

境
港
総
合
技
術
高
校
の
生
徒

が
調
理
し
た
マ
ン
ボ
ウ
を
食

べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
大
池
館
長
は
、「
せ
っ
か

く
日
本
一
の
マ
ン
ボ
ウ
が
あ

る
の
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
祭
に

参
加
し
て
、
マ
ン
ボ
ウ
博
士

に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
ね
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
マ
ン
ボ
ウ
祭
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

期
間
　
３
月
21
日
㈬
～
５
月

６
日
㈰

時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時（
最
終
入
館
時
間
＝

午
後
４
時
30
分
）

内
容
　
▽
マ
ン
ボ
ウ
の
ひ
み

つ
パ
ネ
ル
展
▽
江
戸
時
代
の

マ
ン
ボ
ウ
図
鑑（
色
彩
が
織

海とくらし
の史料館

澤
井
悦
郎
氏
招
き
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も

３
月
21
日
〜
５
月
６
日

マ
ン
ボ
ウ
祭

砂
浜
ウ
ォ
ー
ク

第
２
回

潮
風
浴
び
て
弓
ヶ
浜
半
島
を
歩
こ
う

境港美保ライ
オンズクラブ

４月15日

り
な
す
怪
し
い
マ
ン
ボ
ウ
の

数
々
）な
ど

澤
井
悦
郎
氏（「
マ
ン
ボ
ウ

の
ひ
み
つ
」
著
者
）ト
ー
ク

シ
ョ
ー

日
時
　
▽
４
月
７
日
㈯
　
午

後
２
時
～
▽
４
月
８
日
㈰

午
前
10
時
～

マ
ン
ボ
ウ
の
肉
試
食
会

日
時
　
▽
４
月
７
日
㈯
　
午

後
１
時
～
▽
４
月
８
日
㈰

午
前
11
時
～（
い
ず
れ
も
先

着
１
０
０
人
に
無
料
試
食
）

　
両
日
と
も
マ
ン
ボ
ウ
グ
ッ

ズ
販
売
と
屋
外
軽
食
ブ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、同
史
料
館（
☎

44
︱
２
０
０
０)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
ラ
ー
メ
ン
店
・
太
田
屋（
上

道
町
、
亀
田
日
出
雄
店
長
）。

米
子
の
老
舗
だ
っ
た
千
久
家

(

ち
く
や)

の
味
を
受
け
継

い
だ
純
粋
な
牛
骨
ラ
ー
メ
ン

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
牛
骨
の
旨
味

を
凝
縮
し
た
醤
油
ラ
ー
メ
ン
、

塩
ラ
ー
メ
ン
、
牛
骨
カ
レ
ー

な
ど
。
こ
の
た
び
、
カ
レ
ー

チ
ャ
ー
ハ
ン
、
チ
ャ
ー
ハ
ン
、

牛
骨
お
で
ん
と
い
っ
た
新
メ

ニ
ュ
ー
を
追
加
し
ま
し
た
。

月
代
わ
り
の
変
わ
り
種
メ
ニ

ュ
ー
も
提
供
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
夜
の
営
業
も

ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、「
夜

得
サ
ー
ビ
ス
！
タ
イ
ム
」
を

実
施
中
で
す
。
４
月
末
ま
で

の
期
間
限
定
で
、
平
日
午
後

６
時
か
ら
８
時
ま
で
、
ビ
ー

ル
ま
た
は
ハ
イ
ボ
ー
ル
を
１

杯
10
円
で
提
供
し
ま
す
（
一

人
１
杯
限
り
、
10
円
の
飲
み

物
だ
け
の
注
文
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
）。

　
営
業
時
間
は
、
火
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
は
午
前
11
時

か
ら
午
後
８
時
ま
で(

午
後

３
時
か
ら
５
時
ま
で
は
休

憩
）、
月
曜
日
が
午
前
11
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で(

昼
の

み
）、
土
・
日
曜
日
は
休
憩

な
し
の
午
前
11
時
か
ら
午
後

８
時
ま
で
で
す
。

　
亀
田
店
長
は
、「
地
元
の

人
に
愛
さ
れ
る
お
店
に
な
り

た
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
太
田
屋(

☎

42
︱
１
０
０
１)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
港
市
観
光
協
会（
桝
田

知
身
会
長
）
は
３
月
20
日
、

山
陰
信
販
㈱（
青
山
隆
一
社

長
）か
ら
寄
付
金
の
贈
呈
を

受
け
ま
し
た
。
同
社
は
事
業

活
動
を
通
じ
、
積
極
的
に
地

域
貢
献
活
動
に
取
り
組
み
、

山
陰
両
県
で
こ
う
し
た
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
境
港
市

観
光
協
会
へ
の
寄
付
も
毎
年

行
わ
れ
、
今
年
で
８
回
目
。

　
こ
の
寄
付
は
、
同
社
発
行

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利

用
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
積
み
立

て
、
境
港
市
と
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
の
観
光
振
興
に
役
立

て
て
も
ら
お
う
と
の
目
的
で

始
め
た
も
の
で
す
。

　
贈
呈
式
に
は
鬼
太
郎
と
ね

ず
み
男
も
参
加
。
青
山
隆
一

社
長
か
ら
寄
付
金
が
贈
ら
れ
、

桝
田
会
長
が
感
謝
状
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
境
港
市
観
光
協

会
は
こ
の
寄
付
金
で
、
情
報

発
信
の
ツ
ー
ル
な
ど
を
整
備

し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
小

型
翻
訳
機
を
購
入
し
、
境
港

市
観
光
案
内
所
と
み
な
と
ま

ち
商
店
街
に
設
置
。
昨
今
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
の
重
要

性
を
踏
ま
え
、
今
後
も
今
以

上
に
増
加
が
予
想
さ
れ
る
外

国
人
観
光
客
の
対
応
に
活
用

し
ま
す
。

市
内
観
光
の
振
興
に
活
用

山
陰
信
販
か
ら
寄
付
受
け
る
境港市観光協会

純粋な牛骨ラーメン提供

夜の営業も充実夜の営業も充実
― 太 田 屋 ―
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大会ロゴマークを発表する安田優子実行委員
長（左）と作者の丸田杏さん

仕込み味噌の作り方を指導する
田村商店の田村範夫さん（中央）

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企
業と労働者の健康や長時間労働に
ついて個別相談を行っています。

○平日、午後１時３０分から３時３０分まで。
○米子市久米町の西部医師会館会議室
で個別に相談に応じます。（無料）
○お問い合わせは、西部地域産業保健
センターまで。☎２２－３５７０

４月の相談日
４月５日㈭ 産 業 医

４月12日㈭ 産 業 医

４月19日㈭ 産 業 医

４月26日㈭ 産 業 医

　
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
・
２
０

１
９
レ
ー
ザ
ー
級
世
界
選
手

権
大
会
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決

定
し
ま
し
た
。

　
同
実
行
委
員
会（
安
田
優

子
実
行
委
員
長
）は
、２
０

１
９
年
に
境
港
市
で
開
催
さ

れ
る
同
大
会
を
多
く
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
親
し

み
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
。
日
本

全
国
か
ら
３
０
１
件
の
応
募

が
あ
り
、
丸ま

る

田た

杏き
ょ
う

さ
ん（
大

阪
市
在
住
）の
作
品
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
セ
ー
リ

ン
グ（
レ
ー
ザ
ー
級
の
帆
）と

大
山
、
美
保
湾
の
海
を
力
強

く
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る

墨
絵
で
表
現
し
た
も
の
。
落

款
印
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
赤
い

「
鳥
取
境
港
」
の
文
字
も
あ

り
ま
す
。

　
同
大
会
の
期
間
は
、
２
０

１
９
年
夏
の
３
週
間
。
レ
ー

ス
前
に
１
週
間
、
ク
ラ
ス
ご

と
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
た
後
、

レ
ー
ス
を
６
日
間
実
施
し
ま

す
。
場
所
は
、
境
港
公
共
マ

リ
ー
ナ（
新
屋
町
）で
、
参
加

人
数
は
、
約
３
５
０
人
。
ま

た
、
鳥
取
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す

る
各
種
併
催
イ
ベ
ン
ト
も
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
同
大
会
は
、
２
０
２

０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
て
、
国
・
地
域
の
出

場
枠
を
懸
け
た
予
選
会
を
兼

ね
て
お
り
、
大
会
で
世
界
の

ト
ッ
プ
選
手
が
参
加
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
出
場
枠
の
15
％
か

ら
23
％
が
こ
の
大
会
で
決
定

す
る
見
込
み
で
す
。

　
レ
ー
ザ
ー
級
世
界
選
手
権

大
会
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

実
行
委
員
会
事
務
局（
境
港

公
共
マ
リ
ー
ナ
３
階
・
☎
46

︱
０
５
０
５
）へ
。
ま
た
、

鳥
取
県
ス
ポ
ー
ツ
課
の
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://www.

pref.tottori.lg.jp/sports
hinkou

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期

間
中
は
、
行
楽
な
ど
の
車
で

混
雑
し
、
交
通
渋
滞
や
交
通

事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
気
を

付
け
て
、
楽
し
い
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
に
し
ま
し
ょ
う
。

車
を
運
転
す
る
人
の
注
意
点

①
事
前
に
迂
回
路
な
ど
の
情

報
を
確
認
し
、
休
憩
を
取
り

入
れ
た
ゆ
と
り
あ
る
運
転
計

画
を
た
て
ま
し
ょ
う

②
「
あ
お
り
運
転
」
は
重
大

な
交
通
事
故
に
つ
な
が
る
危

険
な
行
為
で
す
。
車
間
距
離

を
十
分
に
と
り
、
思
い
や
り

運
転
を
し
ま
し
ょ
う

③
運
転
す
る
と
き
は
、
運
転

に
集
中
し
、
疲
れ
た
ら
適
宜

休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う

④
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

を
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う

⑤
日
没
前
に
前
照
灯
を
点
灯

さ
せ
、
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
有
効

に
活
用
し
ま
し
ょ
う

歩
行
者
・
自
転
車
利
用
の
人

の
注
意
点

①
道
路
を
横
断
す
る
と
き

は
、
左
右
の
安
全
確
認
を
必

ず
し
ま
し
ょ
う

②
薄
暮
時
・
夜
間
は
反
射
材

用
品
を
着
用
し
、
自
転
車
は

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

（
☎
44
︱
０
１
１
０
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
決
定

レ
ー
ザ
ー
級
世
界
選
手
権
大
会

セ
ー
リ
ン

グ
競
技

境港警察署

Ｇ
Ｗ
期
間
中
は
気
を
付
け
て

渋
滞
と
交
通
事
故

　
境
港
商
工
会
議
所
と
㈲
岡

田
商
店
は
３
月
16
日
、
講
師

に
田
村
商
店（
伯
耆
町
）の
田

村
範
夫
さ
ん
を
招
き
、「
味

噌
作
り
教
室
・
自
家
製
味
噌

仕
込
も
う
」
を
岡
田
商
店
本

店（
幸
神
町
）で
開
催
。
当
初
、

20
人
の
予
定
で
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
大
き
な
反
響
が
あ
り

同
日
、
２
回
に
分
け
て
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
教
室
は
、
自
分
だ
け
の

「
手
づ
く
り
味
噌
」
を
作
る

た
め
の
お
試
し
セ
ッ
ト（
仕

込
み
時
の
で
き
あ
が
り
３
・

２
㎏
程
度
）を
使
っ
て
、
塩

分
10
％
の
減
塩
米
糀
味
噌
を

仕
込
み
、
醸
造
す
る
と
い
う

も
の
。

　
お
試
し
セ
ッ
ト
に
は
、
大

豆
５
合（
６
６
０
ｇ
）と
、
米

糀
１
升（
１
㎏
）、
そ
れ
に
塩

３
２
０
ｇ
の
詰
め
合
わ
せ
が

入
っ
て
い
ま
す
。

　
田
村
さ
ん
は
ま
ず
、
軟
ら

か
く
煮
た
大
豆
と
米
糀
が
そ

れ
ぞ
れ
入
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
、

塩
、
大
豆
の
煮
汁
を
あ
ら
か

じ
め
用
意
し
て
、
仕
込
み
味

噌
の
作
り
方
を
指
導
。

　
参
加
者
は
、
ビ
ニ
ー
ル
に

入
っ
て
い
る
米
糀
を
つ
ぶ
す

と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
そ
の
糀
に
塩
を
入
れ

て
、
混
ぜ
合
わ
せ
る
の
が
第

２
段
階
。
続
い
て
、
別
の
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
っ
て
い
る
大

豆
を
つ
ぶ
し
、
そ
の
袋
に
糀

を
入
れ
、
大
豆
の
煮
汁
を
入

れ
て
混
ぜ
合
わ
せ
、
完
成
と

な
り
ま
し
た
。
手
を
汚
す
こ

と
な
く
簡
単
に
仕
込
み
味
噌

が
で
き
、
皆
さ
ん
満
足
そ
う

で
し
た
。

　
続
い
て
田
村
さ
ん
は
、
醸

造
の
方
法
に
つ
い
て
解
説
。

「
仕
込
み
味
噌
は
、
ご
家
庭

の
風
通
し
の
良
い
湿
気
の
た

ま
り
に
く
い
冷
暗
所
に
貯
蔵

し
て
く
だ
さ
い
。
秋
口
の
涼

し
い
風
が
吹
き
、
気
候
が
落

ち
着
い
て
き
た
こ
ろ
、
天
然

醸
造
の
『
手
づ
く
り
味
噌
』

が
で
き
あ
が
り
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

境港商議所
岡 田 商 店

田
村
範
夫
さ
ん
が
手
ほ
ど
き

減
塩
米
糀
味
噌
を
仕
込
む

自
反
自
己（
じ
は
ん
じ
こ
）

自
反
自
己（
じ
は
ん
じ
こ
）

10顔で笑顔で
乾杯乾杯
笑

　
自
反
自
己
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

「
自
ら
を
反
り
み
て
、
己

を
尽
く
す
こ
と
」。
つ
ま

り
、「
自
責
の
念
を
持
っ

て
、
自
分
の
全
力
を
尽
く

す
こ
と
」
と
い
う
意
味
で

す
。

　「
己
を
尽
く
す
」
た
め
に

大
切
な
の
は
「
今
」
と
い
う

こ
と
。
こ
の
言
葉
の
本
質
は
、

目
の
前
で
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
を「
し
ょ
う
が
な
い
よ
ね
」

で
済
ま
さ
な
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
「
し
ょ
う
が
な
い
」

を
ど
う
改
善
し
て
い
く
の
か
、

改
善
の
た
め
に
は
自
分
は
何

が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
こ

と
が
大
切
。「
し
ょ
う
が
な

い
」
の
ま
ま
で
は
他
責
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
自
分

に
は
何
が
で
き
る
か
」
を
と

こ
と
ん
積
極
的
に
考
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
先
日
、
陰
陽
五
行（
い
ん

よ
う
ご
ぎ
ょ
う
）を
学
ぶ
友

人
か
ら
、「
奈
緒
子
さ
ん
と

同
じ
星
を
持
っ
て
い
る
の
に
、

あ
る
人
と
あ
な
た
は
、
真
逆

な
運
命
だ
ね
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
と
き
、「
そ
れ
は
、

こ
れ
ま
で
の
生
き
様
で
す
」

と
自
信
を
持
っ
て
言
え
た
自

分
を
少
し
だ
け
誇
り
に
思
い

ま
し
た
。

　
ち
ゃ
ん
と
生
き
て
い
れ

ば
、
周
り
の
人
が
助
け
て

く
れ
る
。
ち
ゃ
ん
と
生
き

て
い
れ
ば
、
周
り
の
人
が

笑
顔
で
い
て
く
れ
る
。
今
、

私
の
周
り
に
は
、
私
を
支

え
て
く
れ
る
友
人
が
以
前

よ
り
増
え
ま
し
た
。
こ
の

宝
物
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
、

ち
ゃ
ん
と
生
き
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
松
本
奈
緒
子

〔
笑
顔
で
乾
杯
は
、
今
回

が
最
終
回
で
す
〕
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株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

～ 境港店店長　鷲澤からのお得情報 ～

新医療保険 Aプレミア新発売
◎短期・長期入院をさらに手厚く保障。通院保障にも対応！
◎女性に優しい保障をさらに充実。女性の皆さまを強力にサポート
◎三大疾病・ガン・介護保障もさらに充実。認知症への備えを手厚く！

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓
有限
会社 山芳海産 山 芳 亭
本社・本店
境港市元町７
TEL 0859－42－3266

西伯郡日吉津村1026－1
　　　イオン日吉津店駐車場内
TEL 0859－37－1011

ひえづ物産館
新鮮市場店

山芳亭の昆布じめ丼の素 白はたが
「第4回境港市水産加工大賞」

を受賞しました！
１８９７年の創業から１世紀余り。
鳥取市で明治30年に創業し、1999年から
海鮮どんぶりの店「山芳亭」の営業も行っ
ております。境港産にこだわった商品を取
り揃えておりますので、どうぞお気軽にご相
談ください。
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青色申告会

青色申告会の元気企業

多彩な商品をネットで販売
PEGAZOU shop ペガ蔵

　
近
年
に
な
い
全
国
的
な
大

雪
が
あ
り
、
そ
し
て
平
昌
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
報
道
さ

れ
る
中
、
横
目
で
チ
ラ
チ
ラ

気
に
は
な
り
な
が
ら
も
、
よ

う
や
く
確
定
申
告
が
終
り
ま

し
た
。
ほ
っ
と
、
一
息
つ
い

た
頃
、
あ
ち
こ
ち
で
桜
の
開

花
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
新
年
度
は
、
心
機
一
転
。

会
員
の
皆
様
と
の
輪
を
広
げ

る
た
め
に
、
ま
た
ど
う
し
た

「現在の売れ筋商品はシリコン製のバケ
ツです」と話す佐々木隆成さん

ら
魅
力
あ
る
会
に
で
き
る
の

か
。
０
か
ら
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
桜
梅
桃
李
、
色
々
な
独
自

性
を
生
か
し
て
活
動
の
中
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
れ
ば

良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど

ん
な
意
見
で
も
喜
び
ま
す
。

活
動
方
針
の
中
に
活
か
せ
れ

ば
、
骨
組
み
も
太
く
な
っ
て

い
き
、
少
し
ず
つ
で
も
成
長

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
願

う
ば
か
り
で
す
。

　
ま
た
、
活
動
の
一
つ
で
も

あ
る
古
切
手
の
収
集
活
動
も

引
き
続
き
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
E

【事業所のあらまし】
事業所名	 PEGAZOU	shop	ペガ蔵
代 表 者	 佐々木 隆成（ささき・たかしげ）
所 在 地	 境港市上道町３０９０
事業内容	 インターネット通信販売
営業時間	 なし
定 休 日	 無休
Ｔ Ｅ Ｌ	 ０９０－３７４８－５３８５
E - M a i l	 takarina2００５@gmail.com

税務・会計
一 口 メモ
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青色申告の利点

　
２
０
１
７
年
分
の
確
定
申

告
が
終
わ
り
ま
し
た
。
皆
様

の
事
業
は
い
か
が
で
し
た
か
。

　
毎
年
２
月
16
日
か
ら
３
月

15
日
が
確
定
申
告
期
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
を

除
い
て
、
普
段
は
あ
ま
り
気

に
と
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
実
は
青
色
申
告
を
選

択
す
る
と
、
様
々
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
▽
青
色
申
告
特

別
控
除
▽
純
損
失
の
繰
り
越

し
控
除
▽
青
色
事
業
専
従
者

給
与
▽
少
額
減
価
償
却
資
産

の
特
例
▽
そ
の
他
︱
な
ど
で

す
。

　
青
色
申
告
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

税
金
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
身
の
事

業
に
つ
い
て
、
日
々
の
記
帳

を
正
確
に
、
そ
し
て
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
行
う
こ
と
は
、
経

営
状
況
の
的
確
な
把
握
、
得

意
先
や
金
融
機
関
か
ら
の
信

用
力
の
強
化
、
経
営
の
近
代

化
、
後
継
者
へ
の
円
滑
な
事

業
承
継
な
ど
な
ど
、
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
青
色
申
告
の
メ
リ
ッ
ト
を

こ
れ
か
ら
数
回
に
分
け
て
ご

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M

　
大
変
で
す
！
　
今
回
の
取

材
は
、
青
色
申
告
会
き
っ
て

の
ア
ナ
ロ
グ
人
間
で
あ
る
私

に
、
時
代
の
先
端
を
行
く
ネ

ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
取
材
の
命
が

下
さ
れ
ま
し
た
。
命
と
あ
ら

ば
止
む
を
得
ず
、
こ
わ
ご
わ

恐
る
恐
る
出
掛
け
ま
し
た
。

　
シ
ョ
ッ
プ 

ペ
ガ
蔵（
Ｐ
Ｅ

Ｇ
Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｕ
）経
営
の
佐
々

木
隆
成
さ
ん
は
調
理
専
門
学

校
で
学
び
、
イ
タ
リ
ア
ン
レ

ス
ト
ラ
ン
で
腕
を
振
る
っ
た

の
を
皮
切
り
に
、
運
送
業
に

も
携
わ
り
、
産
業
廃
棄
物
処

理
の
会
社
で
は
管
理
職
に
就

く
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
色
々

な
職
業
を
経
験
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
以
前
か
ら
抱
い

て
い
た
自
立
へ
の
欲
求
が
捨

て
切
れ
ず
、
興
味
を
持
っ
て

い
た
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
世

界
に
昨
年
進
出
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
ペ
ガ
蔵
は
大
手
の

ア
マ
ゾ
ン
を
主
舞
台
に
事
業

を
展
開
し
、
商
品
は
中
国
か

ら
輸
入
し
て
い
ま
す
。
機
械

部
品
、
イ
ン
テ
リ
ア
用
品
、

一
般
日
用
雑
貨
等
々
で
す
。

そ
の
種
類
は
多
数
あ
り
、
お

客
さ
ん
に
好
ま
れ
そ
う
な
品
、

こ
れ
か
ら
売
れ
そ
う
な
品
、

ま
た
他
店
で
は
ま
だ
あ
ま
り

扱
わ
れ
て
い
な
い
品
な
ど
を

選
ん
で
輸
入
、
提
供
す
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

　「
目
利
き
、
リ
サ
ー
チ
が

大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
客
さ
ん
か
ら
の
信
頼
を
第

一
と
考
え
、
商
品
を
で
き
る

だ
け
安
く
早
く
お
届
け
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
品
質
に

は
充
分
過
ぎ
る
ほ
ど
注
意
を

払
っ
て
い
ま
す
し
、
ア
フ
タ

ー
に
も
対
応
し
て
い
ま
す

よ
」
と
自
信
に
満
ち
た
笑
顔

で
話
す
佐
々
木
さ
ん
で
す
。

　「
こ
れ
ま
で
に
購
入
し
て

い
た
だ
い
た
商
品
で
印
象
深

い
も
の
と
い
え
ば
、『
防
蜂

防
護
服
』
で
し
ょ
う
」
と
佐

々
木
さ
ん
。
宇
宙
飛
行
士
が

着
用
す
る
宇
宙
服
そ
っ
く
り

で
、
紹
介
記
事
が
ペ
ガ
蔵
の

名
前
入
り
で
、
あ
る
有
名
雑

誌
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
の
売
れ
筋
商
品
は
壁
紙
と

シ
リ
コ
ン
製
の
バ
ケ
ツ（
丸

で
は
な
く
長
方
形
）だ
そ
う

で
す
。

　
と
に
か
く
ペ
ガ
蔵
が
扱
う

商
品
は
多
種
多
様
で
、
た
ま

た
ま
事
務
所
に
置
い
て
あ
っ

た
「
片
手
で
簡
単
ボ
タ
ン
掛

け
」
は
、
最
近
指
先
の
動
き

が
鈍
く
な
っ
て
い
る
私
に
は

最
適
な
商
品
だ
と
思
え
ま
し

た
。「
Ｙ
シ
ャ
ツ
の
袖
口
の

ボ
タ
ン
掛
け
が
楽
に
な
る
な
」

と
。

　
事
業
は
順
調
に
推
移
し
て

い
ま
す
。
将
来
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
の
開
発
・
創
造
・
販

売
を
目
指
し
、
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
の
商
品
仕
入
れ
も
考
慮
に

入
れ
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
で

の
事
業
展
開
も
目
論
ん
で
い

ま
す
。

　「
境
港
の
特
性
を
活
か
し
、

コ
ン
テ
ナ
単
位
で
の
仕
入
れ

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
」

と
、
佐
々
木
さ
ん
は
ペ
ガ
蔵

の
将
来
展
望
を
熱
く
熱
く
語

り
ま
し
た
。
奥
様
と
の
二
人

三
脚
な
ら
実
現
も
そ
う
遠
く

な
い
で
し
ょ
う
。

　
ペ
ガ
蔵
を
取
材
し
た
お
蔭

で
、
佐
々
木
さ
ん
の
熱
心
な

説
明
で
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の

こ
と
が
多
少
理
解
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
私
も
ペ
ガ

蔵
を
利
用
し
て
み
よ
う
か
な
。

　
私
同
様
、
ア
ナ
ロ
グ
人
間

の
あ
な
た
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ホ
で
一
度
ペ
ガ
蔵
を
覗
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
ワ
ク
ワ
ク

す
る
よ
う
な
商
品
に
出
合
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
　
Y

境港青色申告会  青色ひろば

豊かなライフスタイルの演出⑤

― 継続は力なり ―
　４月は、新たな門出と始まりの季節。そして、新しい
ことを始めるのに良い時期。
　フィットネスが生活の一部であることが当たり前とな
りつつある近頃、薄着の季節になってくると、どうして
も気になるのが、カラダのこと。
　豊かで健康な暮らしの中で	「適度な運動」	は今や必須
ですが、運動したら翌日から自動的に脂肪が落ち、次の
日から体重が減り始めると思っていませんか。そして、
それらは我慢の多い辛いものだけだと決めつけていませ
んか。答えは全て“No”です。
　カラダづくりの基本は運動することだけではなく、意
識すべきは先ず	「食べ物」	なのです。
　シンプルに運動することで基礎代謝を上げ、食事内容
を消費カロリーよりも摂取カロリーを抑えれば、理想的
なカラダになっていきます。カラダづくりは貯金と同じ。	
「毎日コツコツと」	がとても大切なのです。
　もちろん、毎日がオンでは疲れてしまいます。何事も
バランスが大切。週に１回はオフの日を設け、１週間頑
張った自分を褒めて、好きなものを食べて甘やかしてあ
げる日も。
　毎日70点くらいの食事内容と運動を心がけて、長い目
で調整していけばいいのです。
　健康とカラダづくりは１日にしてならず。まずは、３
カ月後の自分をイメージして、毎日の食事と適度な運動
を気楽に楽しんでいきませんか。
　カラダづくりも健康も、豊かな暮らしの元になるもの
なので、少しの努力と、頑張る自分を褒めてあげること
は、誰しもが必要なのではないでしょうか。

女
性
部
だ
よ
り

活
動
方
針
の
ア
イ
デ
ア
募
集

ベンハーズジム
RYT200/	YOGA	instructor 阿部亜理沙
instagram/@benhursgym
Facebook/Benhurs-Gym
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伯
耆
国
「
大
山
開
山
１
３

０
０
年
祭
」
で
は
、
水
と
食

を
テ
ー
マ
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

大
山
の
清
水
に
育
ま
れ
た
山

・
里
・
海
の
幸
、
名
物
料
理

正解と当選者

米子鬼太郎空港「チャレンジショップ」でPRしませんか！？
世界へアピールの

チャンス！！

米子空港ビル株式会社
米子鬼太郎空港は地域の産業を応援しています！

TEL：0859-45-6121
URL:http://www.ynago-air.com/

・手芸品販売
・洋菓子販売
・特産品販売
  　　など…

米子空港オンラインショップでの
販売につながるかも？

商品販売 物販催事 作品展 イベント

過去の
出展実績

・書画展示
・絵画展示
・地域PR
 イベントなど…

※販売品目並びに作品展示の内容によってはお断りさせていただく
　場合もあります。

過去の
出展実績

の
提
供
を
目
指
し
て
、
様
々

な
活
動
を
実
施
中
で
す
。
昨

年
は
、
米
子
市
や
境
港
市
を

中
心
と
し
た
県
西
部
の
飲
食

店
・
宿
泊
施
設
な
ど
が
１
３

０
０
年
祭
記
念
料
理
を
開
発

し
、
発
表
会
も
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
各
店
舗
で
、

こ
の
記
念
料
理
が
食
べ
ら
れ

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

４
月
の
イ
ベ
ン
ト

る
そ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の
料

理
が
今
後
も
磨
か
れ
て
、
当

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

あ
そ
べ
る
宇
宙
博

　
宇
宙
を
テ
ー
マ
に
、
宇
宙

航
空
研
究
開
発
機
構(

Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ)

が
所
有
す
る
ロ
ケ
ッ

ト
や
小
型
惑
星
探
査
機
の
模

型
を
は
じ
め
、
満
天
の
星
が

広
が
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
や

銀
河
鉄
道
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

乗
り
物
な
ど
“
遊
べ
る
”
体

験
型
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

登
場
。

　
開
催
期
間
中
の
土
・
日
曜

日
と
祝
日
は
、
夢
み
な
と
工

房(

午
前
10
時
か
ら
午
後
４

時)

も
同
時
開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間
　
開
催
中
～
５
月

６
日
㈰(

※
４
月
９
日
㈪
～

４
月
27
日
㈮
は
土
・
日
曜
日

の
み
開
催)

場
所
　
１
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５

時(

入
場
終
了
＝
午
後
４
時

30
分)

料
金
　
▽
３
歳
以
上
＝
６
０

０
円(

２
歳
以
下
は
無
料)

▽
高
校
生
以
上
＝
７
０
０
円

(

別
途
料
金
が
必
要
な
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す)

　
同
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
、夢
タ
ワ
ー（
☎
47

︱
３
８
０
０)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

ウインドショップとだ（松ヶ枝町）の「猫楠（ね
こぐす）貯金箱」は、猫楠が脇に何かを抱えてい
ます。それは何でしょう。（ヒントは２ページ）

① 小銭
② 小判
③ 大判焼

ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、
境港商工会議所ニュースについてのひとことを明記
して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

4月9日（月）当日消印有効応募締切

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

スポンサー　　ウインドショップ戸田

賞品  「猫楠貯金箱」
　　　 ２名様

8

商工会議所会員を招いて

招待席
【事業所のあらまし】
代 表 者	 永見　修（ながみ・おさむ）
所 在 地	 境港市幸神町105
T E L	 0859-45-0642
営業時間	 9：00～19：00
休 業 日	 毎週水曜日
事業内容	 自転車・原付バイク販売、

修理

○創業のきっかけ？…父が開業し、経営していましたが、
2002（平成14）年に病で倒れ、翌年、息子である私が32
歳の時に後を継ぎました。本来はもっと後で継ぐ予定だ
ったため、最初は技術面でかなり苦労しました。修理の
依頼がある度に、知り合いの自転車屋へ持ち込んで技術
を教わり、3年ほど経ってやっと軌道に乗り始めました。
○おすすめ＆セールスポイントは？…チェーン部分がベル
トになっている自転車です。高額ですが、毎日の通学・
通勤に使用される人にはおすすめです。軽量で、ペダル
の踏み込みも軽く、油をささなくても良いためメンテナ
ンスがほとんど必要ありません。購入された人からは「買
って良かった」という声を聞くことが多いです。
○お客様は？…学生、年配の人、主婦の人によくご利用い
ただいています。パンク修理の依頼が多く、15分程度
お待ちいただければ、修理のほか、点検や油をさすサー
ビスも行っています。また、最近ではクロスバイクやロ
ードレーサーにこだわりを持つ男性客からの修理依頼も
増えてきています。一部取り扱っていない部品に関して
はご要望に沿えないこともありますが、できる限り対応
させていただいています。
○今後の事業展開（展望）？…電動自転車の良さを皆さんに
知っていただき、もっと普及させたいと考えています。
重さも改良され、バッテリーも車種によっては10年ほ
ど持つようになるなど、特に年配の人にとって生活の助
けになる自転車です。
○一言PR！…ぜひ一度ご来店いただき、試乗してみてく
ださい。ほかにも、ライトやブレーキ、ベルなど、消耗
品にも対応しますので、気軽にお尋ねください。

つばさ保育園
●
つばさ保育園
●

市民の森市民の森

北

永見サイクル 米子鬼太郎空港米子鬼太郎空港米子鬼太郎空港→→

おすすめの電動自転車

2階の展示窓に特色のある外観

永見サイクル

ⓒ水木プロ
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